
6

災
害
発
生
、

そ
の
と
き
医
師
会
は
…

『
防
災
の
日
』
の
９
月
１
日
、
首
都
圏
の
大
規

模
災
害
発
生
時
を
想
定
し
た
「
第
26
回
八
都
県
市

合
同
防
災
訓
練
」
が
、
千
葉
市
蘇
我
ス
ポ
ー
ツ
公

園
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
に
は
、

千
葉
市
医
師
会
を
は
じ
め
と
す
る
千
葉
市
の
医
療

関
係
団
体
が
「
医
療
救
護
班
」
と
し
て
参
加
を
し

た
ほ
か
、
政
府
派
遣
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）
が
初
参
加
を
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
、
医
師
会
は
ど

の
よ
う
な
活
動
を
す
る
の
か
を
、
千
葉
市
医
師
会

の
「
災
害
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
県
内
に
あ
る
他
の
地
区

医
師
会
は
各
自
治
体
と
の
関
連
で
そ
れ
ぞ
れ
災
害

医
療
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
県

内
す
べ
て
の
地
域
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
、
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。

◆

大
規
模
災
害
発
生
時
、
千
葉
市
医
師
会
は
医
療

救
護
活
動
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め

「
災
害
医
療
対
策
本
部
」（
下
図
）
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
設
置
基
準
は
、
①
千
葉
市
か
ら
要
請
さ
れ

た
と
き
、
②
市
域
に
震
度
５
強
以
上
の
地
震
が
発

生
し
た
と
き
、
③
「
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置

法
」
に
基
づ
く
警
戒
宣
言
発
令
の
報
を
受
け
た
と

き
、
④
そ
の
他
総
合
的
応
急
対
策
が
必
要
と
判
断

し
た
と
き
で
す
。

災
害
医
療
対
策
本
部
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
ま
ず

自
ら
の
身
の
安
全
を
確
保
し
、
家
族
、
医
療
機
関
の

職
員
、
患
者
さ
ん
な
ど
関
係
者
の
安
全
を
確
認
し
、

そ
の
場
で
の
応
急
的
な
対
応
が
一
段
落
つ
い
た
ら
何

ら
か
の
方
法
を
用
い
て
、
医
師
会
事
務
局
の
あ
る
千

葉
市
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
ま
す
。

千
葉
市
と
連
絡
を
取
り
、
計
画
書
に
沿
っ
て
災

害
医
療
対
策
本
部
の
設
置
準
備
を
始
め
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

医療最前線�

災
害
発
生
、

そ
の
と
き
医
師
会
は
…

千
葉
市
医
師
会「
災
害
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」よ
り

千葉市医師会災害医療対策本部

医
療
救
護
班
編
成
担
当
責
任
者

医
療
担
当
理
事
も
し
く
は

医
療
開
発
担
当
理
事

物
品
調
達
担
当
責
任
者

成
人
保
健
担
当
理
事
も
し

く
は
学
校
保
健
担
当
理
事

連
絡
調
整
担
当
責
任
者

総
務
担
当
理
事
も
し
く
は

公
衆
衛
生
担
当
理
事

広
報
担
当
理
事
も
し
く
は

福
祉
担
当
理
事

記
録
担
当
責
任
者

本 部 長

副本部長

会長

副会長

第26回八都県市合同防災訓練には小泉総理も視察に訪れた。
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回
線
が
有
効
な
ら
会
員
に
対
し
て
そ
の
時
点
で
判

明
し
て
い
る
被
災
状
況
や
医
師
会
の
対
応
を
通
知

す
る
と
と
も
に
、
各
医
療
施
設
の
被
災
状
況
を
返

信
し
て
も
ら
う
よ
う
に
依
頼
を
し
ま
す
。
災
害
医

療
対
策
本
部
が
立
ち
上
が
っ
た
ら
、
医
療
救
護
活

動
（
上
図
）
を
開
始
し
ま
す
。

た
だ
し
、
医
師
会
事
務
局
の
あ
る
建
物
が
崩
壊

し
て
い
た
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
壊
滅
状
態
で
本

部
の
設
置
が
不
可
能
な
と
き
は
、
構
成
メ
ン
バ
ー

各
々
の
判
断
で
医
療
施
設
周
辺
の
被
災
住
民
の
医

療
救
護
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
構
成
メ
ン
バ
ー

以
外
の
会
員
に
つ
い
て
は
、
診
療
施
設
の
損
傷
が

ひ
ど
く
診
療
不
能
の
場
合
に
は
、
近
く
の
拠
点
救

護
所
や
災
害
医
療
協
力
施
設
で
救
護
活
動
に
あ
た

る
ほ
か
、
市
の
要
請
に
よ
る
「
医
療
救
護
班
」
の

出
動
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
を
し
ま
す
。

◆

千
葉
市
医
師
会
は
、
災
害
発
生
時
の
初
動
期
に

医
療
救
護
活
動
を
行
う
施
設
及
び
救
護
所
か
ら
の

傷
病
者
を
受
け
入
れ
る
施
設
と
し
て
、
医
師
会
に

所
属
す
る
医
療
機
関
か
ら「
災
害
医
療
協
力
施
設
」

を
推
薦
し
、
医
療
救
護
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い

ま
す
。
協
力
施
設
数
は
、
中
央
区
17
、
花
見
川
区

12
、
稲
毛
区
13
、
若
葉
区
14
、
緑
区
７
、
美
浜
区

６
の
計
69
医
療
機
関
で
す
。

な
お
、
市
内
に
開
設
さ
れ
て
い
る
「
災
害
拠
点

病
院
」
は
千
葉
市
立
海
浜
病
院
（
市
）、
千
葉
県
救

急
医
療
セ
ン
タ
ー（
県
）、
千
葉
大
学
医
学
部
附
属

病
院
（
国
）で
す
。

毎
年
「
防
災
の
日
」
に
行
わ
れ
る
総
合
防
災
訓

練
は
、
東
海
地
震
お
よ
び
首
都
直
下
の
地
震
を
想

定
し
た
も
の
で
す
。
あ
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

の
神
戸
の
惨
状
を
思
い
出
す
と
、
直
下
型
の
地
震

の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

以
前
、
神
戸
市
医
師
会
長
か
ら
、
当
時
の
体
験

談
を
う
か
が
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
医
師
会
と

し
て
事
前
に
災
害
医
療
体
制
を
と
っ
て
い
た
も
の

の
、
あ
の
大
地
震
の
直
後
は
ま
っ
た
く
機
能
し
な

か
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
市
内
の

医
療
機
関
の
施
設

が
た
く
さ
ん
倒
壊

し
、
大
ケ
ガ
を
負

っ
た
り
亡
く
な
っ

た
医
師
も
多
か
っ

た
そ
う
で
す
。

千
葉
市
医
師
会
で
は
、
災
害
発
生
時
の
初
動
期

に
医
療
救
護
活
動
を
行
う「
災
害
医
療
協
力
施
設
」

を
市
内
に
69
か
所
設
け
、
各
施
設
に
プ
レ
ー
ト
を

掲
げ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

て
、
お
近
く
の「
災
害
医
療
協
力
施
設
」を
確
認
し

て
お
か
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
千
葉

市
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
災

害
時
に
お
け
る
救
急
医
療
を
迅
速
に
行
う
た
め
、

住
民
の
避
難
場
所
と
な
り
得
る
３
５
０
施
設
に
医

薬
品
及
び
衛
生
材
料
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

医
師
会
は
人
命
を
第
一
と
す
る
医
療
専
門
団
体

で
す
か
ら
、
非
常
時
に
は
行
政
の
要
請
に
基
づ
い

て
活
動
を
し
ま
す
。
医
師
個
々
人
は
救
命
救
護
の

た
め
な
ら
臨
機
応
変
に
対
処
し
、
全
力
を
尽
く
し

ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

千葉市医師会長 伯野 中彦 災害時の医療救護活動

①傷病者に対する
応急処置と区分の判別
トリアージ・タッグの装着
（13ページを参照下さい）

②病院等への移送順位の決定
③軽症患者に対する医療
④救護所等での医療
⑤助産救護
⑥死亡の確認（死体検案）

被災者及び救援従事者に対す
る、市が行う電話相談、巡回
相談及び訪問活動等の「ここ
ろのケア」対策に協力する。

（2）メンタルヘルスの支援

（1）医療救護班
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倒
れ
た
人
を
見
か
け
た

ら
近
寄
っ
て
、仰
向
け
に
寝

か
せ
る
。
肩
を
た
た
き
な

が
ら「
も
し
も
し
、
大
丈
夫

で
す
か
」と
声
を
か
け
る
。

頭
や
首
に
ケ
ガ
が
あ
る

と
き
、
そ
の
疑
い
が
あ
る

と
き
は
、体
を
揺
す
っ
た
り
、

動
か
し
て
は
い
け
な
い
。

自
然
災
害
や
事
故
で
人
が
、
あ
る
い
は
ご
家
族
が
急
に
倒
れ
て
意
識
不
明
に
な
っ
た
場
合
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
あ
わ
て
て
し
ま
い
、
ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

と
っ
さ
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
ま
で
は
思
い
つ
い
て
も
、
重
症
者
の
場
合
は
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
間
に
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
人
が
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
あ
げ
な
い
と
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
事
態
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
が
こ
こ
で
紹
介
す
る「
心
肺
蘇
生
法
」を
知
っ
て
い
て
、
実
践
で
き
る
と
、”助
か
る
べ
き
命
“が
も

っ
と
増
え
る
の
で
す
。

倒
れ
た
人
の
口
の
中
に
、
異
物
（
入
れ
歯
や
嘔
吐
物

等
）
が
な
い
か
調
べ
る
。
あ
れ
ば
、
ハ
ン
カ
チ
等
を
指

に
巻
き
つ
け
て
異
物
を
か
き
取
る
。
気
道
確
保
に
は
、

次
の
２
つ
の
方
法
が
あ
る
。

【
下
あ
ご
挙
上
法
】
首
の
ケ
ガ
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
、

両
手
の
指
で
左
右
の
下
あ
ご
の
エ
ラ
の
部
分
を
持
ち
上

げ
、
下
あ
ご
を
前
方
に
引
き
出
す
。

【
頭
部
後
屈
あ
ご
先
挙
上
法
】
仰
向
け
に
寝
て
い
る
人

の
額
に
手
を
あ
て
、
も
う
一
方
の
手
の
人
差
し
指
と
中

指
を
下
あ
ご
の
先
に
あ
て
、
あ
ご
を
持
ち
上
げ
る
。

意
識
を
調
べ
る

1
気
道
の
確
保

3

保存版 心肺蘇生法の手順

周
囲
の
人
に
「
救
急
車

を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
」と
助

け
を
求
め
る
。
だ
れ
も
い

な
け
れ
ば
、
１
１
９
番（
消

防
署
）に
通
報
を
す
る
。
消

防
署
の
指
示
に
し
た
が
っ

て
、
救
急
隊
員
が
来
る
ま

で
の
間
、
以
下
の
手
順
で

心
肺
蘇
生
を
試
み
る
。

助
け
を
呼
ぶ

2
呼
吸
を
調
べ
る

4
※
心
臓
が
停
止
し
て
い
る
と
、
脳
に
血
液
が

回
ら
な
く
な
り
ま
す
。
人
間
の
脳
は
、
４
分

間
ほ
ど
血
流
が
止
ま
る
と
、
死
ん
で
し
ま
う

（
脳
死
）
か
、
全
身
に
重
大
な
障
害
が
生
じ
、

も
と
に
戻
れ
な
く
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

救
急
車
が
来
る
ま
で
の
間
の
、
現
場
で
の
対

応
が
大
事
に
な
る
の
で
す
。

心
肺
蘇
生
法
は
、
次
の「
Ａ
Ｂ
Ｃ
プ
ラ
ス
Ｄ
」
と
い
う
流

れ
で
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
Ｄ
の「
除
細
動
」は
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な
心
臓
の
状
態
を
判
断
で
き
る
、
安
全

で
操
作
性
の
高
い「
自
動
体
外
式
電
気
的
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）」
を
用
い
る
心
肺
蘇
生
法
の
一
部
で
、
こ
の
機
器
は
電

源
を
入
れ
た
後
は
、
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ラ
ン
プ
の
合
図

に
従
う
こ
と
で
一
般
の
方
で
も
使
用
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

な
る
べ
く
講
習
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い（
講
習
は
、

消
防
署
・
日
本
赤
十
字
社
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
）。

※
「
自
動
体
外
式
電

気
的
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）」は
、
８
歳
未
満
の

子
ど
も
へ
の
使
用
は
で

き
ま
せ
ん
。
電
源
を

入
れ
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
周
囲
の
人

を
離
れ
さ
せ
て
か
ら

行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
除
細
動
後

に
、
呼
吸
、
咳
、
体
動

が
見
ら
れ
な
い
場
合

は
、「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
を
続
け

て
下
さ
い
。

気
道
確
保

A
ｉ
ｒ
ｗ
ａ
ｙ

人
工
呼
吸

B
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

C
ｉ
ｒ
ｃ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

除
細
動

じ
ょ
さ
い
ど
う

D
ｅ
ｆ
ｉ
ｂ
ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

心
肺
蘇
生
法
A
B
C
D

返事がない場合

呼吸がない場合

頭部後屈あご先拳上法

下あご拳上法

気
道
を
確
保
し
た

ま
ま
、
相
手
の
口
や
鼻

に
耳
を
寄
せ
て
呼
吸

音
を
確
認
す
る
。
同
時

に
、
眼
を
胸
部
や
腹
部

に
向
け
て
、
動
い
て
い

る
か
確
認
を
す
る
。
こ

れ
ら
の
確
認
は
、
10
秒

以
内
で
行
う
。
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気
道
を
確
保
し
た
状
態
で
、
相
手
の
額
に
手
を
あ
て
、

そ
の
手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
鼻
を
つ
ま
み
、
口
を
大

き
く
開
け
て
空
気
が
も
れ
な
い
よ
う
に
相
手
の
口
を
お

お
い
、
約
２
秒
間
、
胸
が
軽
く
ふ
く
ら
む
程
度
に
、
息

を
ゆ
っ
く
り
２
回
吹
き
込
む
。
大
人
は
５
秒
に
１
回
、

子
ど
も
は
３
秒
に
１
回

行
う
。

直
接
、
口
を
触
れ
合

わ
せ
る
の
が
た
め
ら
わ

れ
る
場
合
は
、ハ
ン
カ
チ

（
ま
た
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
）を
相
手
の
口
に
あ

て
て
行
う
。
息
が
入
ら

な
い
と
き
は
、
口
内
の

異
物
の
除
去
、
気
道
の

確
保
を
再
確
認
す
る
。

人
工
呼
吸

5ま
た
、
の
ど
ぼ
と
け
の
脇
の
直
下（
頚
動
脈
）に
触
れ
、

５
秒
間
、
脈
を
診
る
。
呼
吸
、
咳
、
体
動
、
脈
の
い
ず

れ
か
が
あ
れ
ば
、
人
工
呼
吸
を
続
け
る
。

反
応（
循
環
の
サ
イ
ン
）が
な
け
れ
ば
、
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
も
併
せ
て
行
う
。 ※

相
手
に
傷
や
出
血
が
あ
っ
て
人
工

呼
吸
が
で
き
な
い
場
合
は
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
み
行
っ
て
も
良
い
。

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
場
合
、
手
を
置
く
位
置
と

圧
迫
す
る
姿
勢
が
大
事
に
な
る
（
図
参
照
）。
子
ど
も

の
場
合
は
、
片
手
も
し
く
は
指
２
本
で
行
う
。
１
分
間

に
１
０
０
回
程
度
の
速
さ
が
望
ま
し
い
。

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

7最
初
に
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
15
回
、
人
工
呼
吸
２

回
の
「
１
サ
イ
ク
ル
」
を
４
サ
イ
ク
ル
行
い
、
循
環
の

サ
イ
ン
の
有
無
を
10
秒
以
内
に
確
か
め
る
。
子
ど
も
の

場
合
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
５
回
、
人
工
呼
吸
１
回
を

「
１
サ
イ
ク
ル
」
に
す
る
。
そ
の
後
は
、
２
〜
３
分
ご

と
に
「
１
サ
イ
ク
ル
」
を
繰
り
返
し
、
循
環
の
サ
イ
ン

の
有
無
を
10
秒
以
内
に
確
か
め
る
。
循
環
の
サ
イ
ン
が

心
肺
蘇
生
法

保存版 心肺蘇生法の手順

消
防
署
で
は
、「
心
肺
蘇
生
法
」「
大
出
血
時
の

止
血
法
」「
異
物
除
去
法
」
な
ど
の
内
容
で
、
一
般

の
方
々
を
対
象
に
し
た
救
命
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
講
習
会
に
は
、「
普
通
救
命
講
習
会
（
３

時
間
）」
と
「
上
級
救
命
講
習
会
（
８
時
間
）」
の

２
種
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
も
よ
り
の
消
防

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

救
命
講
習
会

人
工
呼
吸
を
２
回
行
っ
た
後
、
次
の
３
点
を
10
秒
以

内
で
確
認
す
る
。

反
応
が
あ
る
か
（
循
環
の
サ
イ
ン
）

6
③
体
に
何
ら
か
の
動
き
が
見
ら
れ
る
か
？

②
咳
を
し
て
い
る
か
？

①
呼
吸
を
し
て
い
る
か
？

見
ら
れ
た
場
合
、
呼
吸
が
不
十
分
な
ら
人
工
呼
吸
の
み

を
継
続
す
る
。
こ
の
場
合
の
人
工
呼
吸
は
、
１
回
の
吹

き
込
み
に
約
２
秒
か
け
、
５
秒
に
１
回
の
速
さ
で
行
う
。

こ
れ
を
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
続
け
る
。

循環のサイン

②圧迫部位に置いた手
の上に、もう一方の手を
重ね、ひじをまっすぐ伸
ばし、体重を利用して胸
が沈む（3.5～5cm）程度
に圧迫する。

人工呼吸
2回

（子ども1回）

心臓
マッサージ
15回

（子ども5回）

●4回交互に繰り
返し、循環のサイ
ンを確認する。

①胸骨の下半分に
片方の手の付け根
を置き、その指先
にもう一方の手の
付け根がくるよう
に置く。ここが圧
迫部位となる。




